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使用するハードウェア機器、ドライバ、ストレージ装置（ファームウェアを含む）、各ソフトウェアのバージョン等の環境によって、

処理動作・仕様が本ドキュメント記載の内容と異なる可能性があります。導入の場合には、実際に導入される環境での確

認を推奨いたします。 

本ドキュメントは、Veritas System Recovery、その他ソフトウェア製品、ハードウェア製品の処理動作、完全性、正確

性等、いかなる保証をするものではありません。また、弊社は本ドキュメントの利用によって発生したあらゆる苦情、出費、損
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はじめに 

本書は、Veritas System Recovery 21 を利用されるにあたり、事前に製品概要やインストール、利用方法に

ついての概要を理解して頂くことを目的に記述されております。 

詳細な機能や設定方法などにつきましては、ユーザーズガイドをご確認ください。ユーザーズガイドは、インストールファ

イルを展開すると作成されるフォルダ下の Docs フォルダに格納されています。(ファイル名： USERGUIDE_JA.pdf) 

なお、Veritas System Recovery 21 インストールファイルに格納されているユーザーズガイドやリリースメモに更

新があった場合は、以下のサイトにて公開されます。 

   Veritas System Recovery 21 ドキュメント(Veritas 社) 

また、Veritas System Recovery 21 の一般的な情報に関しても公開されていますので、必要に応じてご参

照ください。 

https://www.veritas.com/content/support/ja_JP/search-results?q=*&fq=(document_type%3A%22document%22)%20AND%20(product_name%3A%22System%20Recovery%22)%20AND%20(locale%3A%22ja_JP%22)%20AND%20(version%3A%2221%22)&docRepo=true&requestedRecords=20&sortFilter=title_sort%20asc
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1 動作概要 

 

Veritas System Recovery 21 は、Veritas System Recovery 18 の後継となるバージョンです。データもシ

ステムも丸ごとバックアップし、障害時に簡単・高速にリストアすることにより、容易な障害復旧を実現します。これにより、

ダウンタイムを抑え、業務継続を支援します。 

 

バックアップは、スナップショットを利用するため、バックアップ処理中にも、コンピュータの機能を継続して実行することが

できます。バックアップは、お客様の運用に合わせてボリューム単位もしくはファイル・フォルダ単位を選択することができま

す。また、リカバリディスクを使用してのコールドバックアップにより、起動しなくなったシステムのデータを取り出す事もできま

す。 

 

リストアは、ボリューム単位もしくはファイル単位で実行することができます。また、システムボリュームが障害により動作

しなくなった場合にも、リカバリディスクを使用することで、短時間にシステムを復旧することができます。アプリケーションや

各種設定もバックアップするため、OS やアプリケーションの再インストール、設定を行う必要はありません。 
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1.1 主な製品コンポーネント 

 

Veritas System Recovery には、プログラム本体とリカバリディスクの 2 つのコンポーネントが含まれます。 

 

主なコンポーネント 説明 

Veritas System Recovery プロ

グラム 

(ユーザーインターフェース)  

Veritas System Recovery プログラムでは、コンピュータのバックアップを

定義、スケジュール、実行できます。バックアップを実行すると、コンピュータ

のリカバリポイントが作成されます。このリカバリポイントを使用して、コンピュ

ータ全体または個別のドライブ、ファイル、フォルダを修復できます。また、リ

カバリポイントの保存場所（バックアップ先）を管理することや、コンピュー

タのバックアップの状態を監視して、データが定期的にバックアップされている

ことを確認できます。 

Veritas System Recovery 

Disk（リカバリディスク）作成ユー

ティリティ 

リカバリディスク を使用すると、修復環境でコンピュータを起動できます。コン

ピュータのオペレーティングシステムが正常に起動しない場合、リカバリディス

ク を使用してシステムドライブ（オペレーティングシステムがインストールされ

ているドライブ）を修復します。また、コールドバックアップにより、起動しなく

なったシステムのデータを取り出す事もできます。 

 

Veritas System Recovery 21 では、Veritas System Recovery 

Disk 作成ユーティリティが用意されています。リカバリディスクは、このユーテ

ィリティを使用してお客様にて作成してください。 

なお、リカバリディスク には、コンピュータに対応したネットワークとストレージ

デバイスのドライバが含まれている必要があります。リカバリディスクを作成し

た後、本書第 5 章「リカバリディスクの検証」を参照して、リカバリディスクから

ローカルディスク及び、リカバリポイント保存先にアクセス可能であるかを検証

してください。もし、アクセスできなかった場合は、ユーザーズガイド 第 3 章の

「既存の Veritas System Recovery Disk のカスタマイズ」を参照し

て、カスタムリカバリディスクを作成してください。 
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2 システム要件 

◆Veritas System Recovery 21 のシステム要件 

※ BIOS Boot 環境でのシステム要件となります。 

※ OS の bit 数については、特に指定がなければ x86, x64 の双方に対応しています。 

 対応 OS 

OS 及び Edition 
OS Architecture/ 

特記事項 
Service Pack 

Windows Server 2019 

RTM - Datacenter/Essentials/Standard/ 

 
Windows Server 2016 

RTM - Datacenter/Essentials/Standard/ 

Storage Server 

Windows Server 2012 R2 

RTM - Datacenter/Essentials/Foundation/ 

Standard/Storage Server 

Windows Server 2012 

RTM - Datacenter/Essentials/Foundation/ 

Standard/Storage Server 

Windows Server 2008 R2 

RTM, SP1 - Datacenter/Enterprise/Standard/ 

Web Edition/Storage Server 

Windows Server 2008 

RTM, SP2 - Datacenter/Enterprise/Standard/ 

Web Edition/Storage Server 

Windows 10 1507(RTM) 

- 

Home/Pro /Pro for Workstations 1511 

/Enterprise 1607 

  1703 

  1709 

  1803 
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  1809 

  1903 

  1909 

Windows 8.1 
RTM - 

(Standard) /Pro/Enterprise 

Windows 8 
RTM - 

(Standard) /Pro/Enterprise 

Windows 7 

RTM, SP1 - 
  

Ultimate/Enterprise/Professional/ 

Home Premium/Starter 

 

 対応仮想プラットフォーム 

※ Veritas System Recovery の対応仮想プラットフォームと対応 OS の組み合わせ及び仮想プラットフォーム

自体の対応 OS の組み合わせに合致する範囲でサポートします。 

仮想 
Version 特記事項 

プラットフォーム 

VMware ESXi 

7.0 RTM *1,*2 

6.7 RTM,U1 *1,*2 

6.5 RTM,U1,U2 *1,*2 

6.0 

RTM, U1a, 

U1b, 

U2,U3,U3a 

*1,*2 

5.5 RTM, U1a *1,*2 

Microsoft Hyper-V 

Windows Server 2019 RTM *1,*3,*4 

Windows Server 2016 RTM *1,*3,*4 

Windows Server 2012 R2 RTM *1,*4 

Windows Server 2012 RTM *1,*4 

Windows Server 2008 R2 RTM, SP1 *1,*4 

Windows Server 2008 RTM, SP2 *1,*4 

 *1 リカバリディスクに格納した Windows PE によってはリカバリディスクが使用できない場合があります。 

    リカバリディスク作成に使用した Windows PE のベースとなる OS のバージョンが仮想プラットフォームに 

対応しているかご確認ください。リカバリディスクについては第５章「リカバリディスクの作成」をご確認ください。 
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*2 32 bit 版 OS の P2V 移行はサポートされていません。 

*3 Shielded VM で保護された仮想マシンは、サポートしていません。 

*4 クラスタ共有ボリュームはバックアップできません。 

 

 ハードウェア要件 

 

メモリ 

製品本体 

Veritas System Recovery Agent 512MB - 

Veritas System Recovery ユーザーインターフェースと Recovery 

Point Browser 
512MB - 

復旧環境 

Veritas System Recovery Disk (SRD) 使用時 1.5GB (*1) 

LightsOut Restore 使用時 1.5GB 
(*1)(*

2) 

ディスク容量 

Veritas System Recovery x64, x86 2GB - 

Veritas System Recovery LightsOut Restore x64, x86 2GB (*2) 

(*1) ビデオカードなどが使用するメモリサイズを除く。  

(*2) Veritas System Recovery LightsOut Restore は、リカバリディスクの機能をマシンの 

ローカルディスクにインストールする機能です。 その性質から惨事復旧時には使用できないことが 

あるため非推奨です。特別な理由がなければリカバリディスクをご利用ください。  

(*3) バックアップ元は 32TB のドライブまでです。  
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3 Veritas System Recovery のインストール 

 

3.1 インストールのための準備 

 

Veritas System Recovery のインストールを行う前に、以下を準備してください。 

 

 Veritas System Recovery 21 インストールファイル(zip ファイル) 

 

 

+++ 補足 +++ 

インストールファイルの zip ファイルを配信サイトからダウンロードした際に、環境によってはファイルがブロックさ

れた状態となる場合があります。インストールファイルの zip ファイルのプロパティをご確認頂き、全般タブの一

番下に「セキュリティ」「このファイルは他のコンピュータから取得したものです。このコンピュータを保護するため、

このファイルへのアクセスはブロックされる可能性があります。」の項目がある場合は、「許可する」または「ブロッ

クの解除」にチェックを入れ、「OK」をクリックしてください。 
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3.2 インストールの実行 

以下の手順に従って、Veritas System Recovery のインストールを行ってください。 

 インストール方法 

1. Veritas System Recovery インストールファイルはzip形式になっているので展開します。展開したフォルダ直下

の Browser.exe をダブルクリックしてください。以下画面の起動後、日本語のまま [OK] ボタンをクリックします。 

 

 

 

2. 以下の画面が表示されますので [今すぐにインストール] をクリックします。 

 

+++ 補足 +++ 

インストールファイルを展開して DVD に書き込んだインストールディスクを使用する場合、環境によっては上記の画

面が表示される前に「Browser.exe の実行」または「フォルダを開いてファイルを表示」のいずれかを選択する画面

が表示される場合がありますので、「Browser.exe の実行」を選択してください。その後、[ユーザーアカウント制御] 

画面が表示された場合は [続行] ボタンまたは [はい] ボタンをクリックしてください。 
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3. 使用許諾契約の条項を一読し、同意する場合は、[使用許諾契約に同意します] にチェックを入れ、 

[次へ] ボタンをクリックします。 

 

 

4.  [標準インストール] にチェックを入れ、[次へ] ボタンをクリックします。 
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5. インストール先フォルダを選択します。デフォルトでは C:\Program Files に設定されています。変更する場合は、

[変更] ボタンをクリックし、インストール先フォルダを指定します。[次へ] ボタンをクリックします。 

 

 

 

+++ プラスワン +++ 

[カスタムインストール] では特定の機能のみのインストールを行うことができます。[カスタムインストー

ル] を行う場合は、ユーザーズガイド 第 2 章 の「Veritas System Recovery のインストール」を

参照してください。 
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6.  [インストール] ボタンをクリックしてインストールを開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+++ 注意 +++ 

DNS を未設定の環境では、「インストール」を実行する前に IPv4 の DNS の設定に、一時的に

「127.0.0.1」のループバックアドレスを設定してからインストールを進めてください。 

万が一DNS未設定の状態で「インストール」を実行してしまった場合は、以下技術情報に従ってイ

ンストールを中止し、DNS を設定後に再度インストールを行ってください。 

 

System Recovery 18 Service Pack 3 / Service Pack 4 および System Recovery 21 

のインストールまたはアップデート時、処理が途中で止まり完了しない 

https://www.veritas.com/support/ja_JP/article.100045627
https://www.veritas.com/support/ja_JP/article.100045627
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7. インストール実行中に表示される画面です。お使いのコンピュータに必須の.NET Framework バージョンおよび

Visual C++ バージョンがインストールされていない場合は、自動的にインストールされます。 

 

 



Veritas System Recovery 21 

BIOS 環境 クイックスタートガイド 

 

 

本ドキュメントは、動作手順について情報をまとめたものであり、本ドキュメントに関する内容について、 動作や処理性能を保証するものではありません。ハード

ウェア機器のスペック、各ソフトウェアのバージョンおよび環境等の違いにより動作しない、あるいは処理性能が発揮されない場合も想定されますので、導入の

際には事前に評価をされることを推奨いたします。記載された会社名および製品名などは該当する各社の商標または登録商標です。 

12 

8. 以下の画面が表示されましたら、[コンピュータの再起動] にチェックを入れ、[Readme の表示] と [アンケートに

参加] のチェックを外して、[次へ] ボタンをクリックして再起動します。 

 

 

 

 

 

+++ 補足 +++ 

NET Framework 4.5.2 がインストールされた場合、[Windows Update の実行]チェックボック

スが表示されます。不要な場合は、チェックを外してください。 
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9. 再起動後、以下の画面が表示されますので [次へ] ボタンをクリックします。 

 

 

 

10. ライセンスキーを入力し、[次へ] ボタンをクリックします。[後でアクティブ化する（残り 60 日）] を選択しても

Veritas System Recovery を使用することはできます。ただし、初回起動から 60 日を経過すると使用できなく

なります。その場合には、ライセンスキーを入力してください。 
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11. ライセンス認証が完了した画面が表示されますので、[Veritas Update を実行] のチェックをはずして [終了] ボ

タンをクリックします。 

 

 

 

 

+++ 注意 +++ 

NEC では Veritas Update の使用は未サポートとなります。 

上記画面では、[Veritas Update を実行] のチェックを必ず外してください。 
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12. 項番 11.にて[終了] ボタンをクリックすると Veritas System Recovery 21 が起動し、 

以下の画面と共に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

+++ 補足 +++ 

Veritas System Recovery インストール後、リカバリディスクを作成するまでは、Veritas System Recovery 

起動時に [Veritas System Recovery Disk]の状態画面が表示され、リカバリディスクを作成するように要求

されます。[今すぐに作成]ボタンをクリックすると、Veritas System Recovery Disk の作成ウィザードが起動し

ます。後で作成する場合には[OK]ボタンをクリックして画面を閉じてください。Veritas System Recovery をイ

ンストールしたコンピュータでリカバリディスクを作成しない場合には、[リマインドする]プルダウンより[なし]を選択し、

[OK]ボタンをクリックします。 
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13. 以上でインストールは完了となりますが、PP サポートポータルにおいて 

サービスパックを公開する場合がございますので、適時サポートポータルサイトのコンテンツより 

ダウンロードいただくようお願いします。 
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4 リカバリディスクの作成  

 

システムを復旧する場合は、リカバリディスクを使用して Veritas System Recovery を起動します。 

Veritas System Recovery 21 では、Veritas System Recovery Disk 作成ユーティリティが用意されています。リ

カバリディスクは、このユーティリティを使用して作成する必要があります。 

 

4.1 リカバリディスク作成に関する注意制限事項 

 

リカバリディスクを作成する際には、以下の注意制限事項がございますのでご確認ください。 

 

 Veritas System Recovery Disk 作成ユーティリティは、[標準] / [詳細] オプションの 2 種類があります。 

 

・ [標準] オプション 

リカバリディスク作成作業を行う OS をベースとする WindowsPE を使用してリカバリディスクを作成します。 

・ [詳細] オプション 

Windows ADK を使用して、ADK のバージョンに応じた WindowsPE を格納したリカバリディスクを作成し

ます。 

 

 

+++ 注意 +++ 

 Windows 回復環境(WindowsRE) が利用できない環境では [標準] オプションを使用できま

せん。 

参考：WindowsRE 対応 OS (Microsoft 社) 

 

https://technet.microsoft.com/en-us/library/ff715587.aspx
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 Veritas System Recovery Disk 作成ユーティリティは、以下の OS でサポートされます。 

 

・ Windows 7 / 8 / 8.1 

・ Windows 10（1703,1709 では[詳細]オプションでのみサポート） 

・ Windows Server 2008（［詳細］オプションでのみサポート） 

・ Windows Server 2008 R2 / 2012 / 2012 R2 / 2016/ 2019  

 

※補足 1. リカバリディスクは、リカバリディスクに格納された WindowsPE のベースとなる OS のバージョンより新しいバー

ジョンの OS のリストアをサポートしません。また、作成したリカバリディスクを元にカスタムリカバリディスクを作成

する場合も、リカバリディスクに格納された WindowsPE のベースとなる OS のバージョンより新しいバージョ

ンの OS 上でのカスタマイズをサポートしません。そのため、Veritas System Recovery 21 を複数のマシ

ンで使用する場合は、なるべく新しいバージョンの OS をベースとする WindowsPE を格納したリカバリディス

クを作成することを推奨します。 

 

※補足 2. 日本語版の Windows 10 1703、1709 環境で作成した標準 SRD は 

ブート時にエラーがホップし、ブートに失敗します。  

 

       <https://www.veritas.com/support/ja_JP/article.100036911> 

https://www.veritas.com/support/ja_JP/article.100036911
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4.2 リカバリディスク作成のための準備 

 

リカバリディスクは、ISO ファイルとして作成するか、USB デバイスに作成することが可能です。ISO ファイルとした場合は、

OS 機能や各種ライティングツールで DVD メディアに書き込んで利用できます。 DVD メディア/USB デバイスに作成する場

合は、書き込み可能な DVD メディア/USB デバイスを予めご用意ください。 
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4.3 リカバリディスクの作成の実行 

 

本書では、Veritas System Recovery Disk 作成ユーティリティの[標準]オプションを使用してリカバリディスクを作成し

ます。 

 リカバリディスク作成手順 

 

1. 以下のいずれかの手順にてVeritas System Recovery Disk の作成ウィザードを起動します。 

・ [スタート] → [すべてのプログラム] → [Veritas System Recovery] → [Veritas System 

Recovery 21] を起動し、[タスク]メニューの [新しいリカバリディスクを作成] をクリックします。 

・ [スタート] → [すべてのプログラム] → [Veritas System Recovery] → [Veritas System 

Recovery 21] を起動します。これまでにリカバリディスクを作成していない場合に表示される

[Veritas System Recovery Disk]の状態画面より[今すぐに作成]ボタンをクリックします。 

・ [スタート] → [すべてのプログラム] → [Veritas System Recovery] → [Veritas  

Recovery Disk Creator Launcher] を起動します。 

 

2. 以下の画面が表示されますので、[次へ]ボタンをクリックします。 
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3. リカバリディスクの作成オプションを選択します。[標準]にチェックを入れ、[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+++ 補足 +++ 

作成可能な最新のバージョン以外で作成する場合、以下の画面が表示されます。内容を確認し [はい]

ボタンをクリックします。 
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4. リカバリディスクの作成先を選択します。iso ファイルとして作成する場合は、[参照]ボタンをクリックし、iso ファイル

の保存先パスを指定します。[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

+++ 補足 +++ 

リカバリディスクを DVD メディアで作成する場合は、ISO 形式で一度作成した後、OS の機能や各種ライテ

ィングツール等で DVD に書き込んでください。 
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5. ライセンス情報を設定し、[次へ]ボタンをクリックします。 

 リカバリディスクを作成したコンピュータで使用する場合は、[このコンピュータでアクティブ化されているライセンスキ

ーを使う] にチェックを入れます。 

 リカバリディスクを作成したコンピュータとは別のコンピュータで使用する場合は、 [次のライセンスキーを使う] に

チェックを入れ、リカバリディスクを使用するコンピュータのライセンスキーを入力します。 

 試用版でのご使用の場合は、[Backup My Computer 機能の使用に必要なライセンスキーを要求する]に

チェックを入れます。 
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6. 以下の画面が表示されますので、[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

+++ 補足 +++ 

デフォルトでは、リカバリディスク作成元のコンピュータで使用している以下のドライバが自動的にリカバリディス

クに組み込まれることが確認されております。 

・オンボードで接続している単一構成の HDD および、DVD ドライブ 

※SATA/SCSI/IDE のいずれかで、単一構成のもの 

・オンボードの NIC ドライバ 

・Smart RAID ドライバ 

ドライバによっては上記に含まれない場合がございますのでこの画面からリカバリディスクに組み込んでくだ

さい。 

また、リカバリディスク作成元のコンピュータ以外でリカバリディスクを利用する場合に、利用予定の 

コンピュータに必要なドライバをこの画面から追加することや不要なドライバを削除することが可能です。 
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7. 以下の画面が表示されますので、必要に応じて変更して[次へ]ボタンをクリックします。 
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8. 必要に応じてネットワークの設定を行い、[次へ]ボタンをクリックします。 

 

リカバリディスク起動時にネットワークを使用する場合は、[ネットワークサービスを自動的に開始]にチェックを入れ、

[動的 IP]、[静的 IP]のいずれかを選択します。[静的 IP]を選択した場合は、リカバリディスク起動時の修復環境

で使用する[ネットワークアダプタ]を選択し、[IP アドレス]、[サブネットマスク]、[ゲートウェイアドレス]はいずれも空

白にせず、適切なアドレスを設定してください。ゲートウェイを設けていない環境においては、[デフォルトゲートウェイ]

をネットワーク上に存在しない一意となるアドレスを設定してください。DNS サーバーを設けていない環境においては、

DNS サーバーの設定はデフォルトのままで構いません。 

 

 

 

 

 

+++ 補足 +++ 

 [ネットワークサービスを自動的に開始] にチェックを入れずにリカバリディスクを作成した場合でもリカ

バリディスクで起動時にネットワークサービスを開始することが可能です。 

また、[ネットワークサービスを自動的に開始] にチェックを入れ、IP の設定を行った場合もリカバリディ

スクで起動時に再設定することが可能です。ただし、リカバリディスク起動時に行った設定はシステム再

起動を行うと破棄されます。 
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9. 以下の画面が表示されますので、[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

10. 以下の画面が表示されますので、[完了]ボタンをクリックします。 
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11. リカバリディスクの作成が開始されます。 

 

 

 

12. リカバリディスクの作成が正常に完了した場合、以下の画面が表示されますので、[閉じる]ボタンをクリックします。 

 

 

 

以上でリカバリディスクの作成は完了となります。 
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+++ 補足 +++ 

 OS のユーザーが日本語名の場合、リカバリディスクの作成に失敗することが確認されております。 

 

参考: 日本語ユーザー名でログオンし、Veritas System Recovery Disk (SRD) の 

作成しようとすると、エラー ECA30BCF または ECA313C7 で失敗する 

 

異なるユーザーで作成したリカバリディスクでも、バックアップおよびリストアは行えますので、OS のユー

ザー名を日本語ユーザーで運用する環境の場合は、リカバリディスクのみ英語のユーザーで作成して

ください。 

https://www.veritas.com/support/ja_JP/article.100036333
https://www.veritas.com/support/ja_JP/article.100036333
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5 リカバリディスクの検証 

 

リカバリディスク には、コンピュータに対応したネットワークとストレージデバイスのドライバが含まれている必要があります。リ

カバリディスクを作成した後、必ずリカバリディスクからバックアップ・リストアの対象となるディスク及び、リカバリポイント保存先

にアクセス可能であるかを検証してください。もし、アクセスできなかった場合は、リカバリディスクをカスタマイズする必要があり

ます。 

 

5.1 検証の準備 

 

以下を準備してください。 

 

 リカバリディスク  

 

リカバリポイントの格納先をネットワーク上の共有フォルダにする場合は、以下も準備してください。 

 

 リカバリポイントを保存するための共有フォルダ 

 リカバリポイントの保存先にアクセスするための、LAN ケーブルの接続。（複数のネットワーク 

アダプタが存在する場合も 1 本だけ接続してください。） 
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5.2 検証の実行 

 

以下の手順に従って、リカバリディスクの検証を行ってください。もし、検証でディスクやネットワークが認識できなかった

場合は、ユーザーズガイド 第 3 章の 「既存の Veritas System Recovery Disk のカスタマイズ」を参照して、カス

タムリカバリディスクを作成してください。作成したカスタムリカバリディスクも、以下の手順に従って検証を行い、ディスクや

ネットワークが認識できるようになったことを確認してください。 

 

 

 検証方法 

 

1. リカバリディスク を光ディスクドライブにセットし、DVD よりシステムを起動します。 

 

2. [エンドユーザー使用許諾契約] 画面が表示されますので、使用許諾契約の条項を一読し、同意する場合は 

[同意する] ボタンをクリックします。 

 

3. リカバリディスク作成時に、[ネットワークオプション] 画面の [ネットワークサービスを自動的に開始] にチェックを入

れて作成した場合は、ネットワークサービスが自動的に開始されます。 

 

[ネットワークサービスを自動的に開始] にチェックを入れずに作成した場合は、項番 11.、項番 14.、項番 16.

のいずれかの操作の後に、ネットワークサービスの開始確認画面が表示されます。[はい]ボタンをクリックしてネット

ワークサービスを開始してください。 

 

 

※ ネットワークアダプタの検証 

ネットワークサービスを開始したときに、ネットワーク自体に障害がないにも関わらず「ネットワークアダプタを取

得できません」のメッセージが表示される場合は、ご利用の装置のネットワークデバイスすべてについて、リカバ

リディスクにネットワークドライバが含まれていないことを表しています。この状態ではネットワーク上のリカバリポ

イントからの修復を行うことができませんので、必ずカスタムリカバリディスクを作成してください。メッセージ確

認後、[OK] ボタンをクリックして画面を閉じてください。 
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4. まずは、ストレージデバイスのドライバを確認します。[ホーム] → [コンピュータを修復] をクリックします。 

 

 

 

 

 

+++ 注意 +++ 

ここで、コンピュータのバックアップをクリックするとウィザードがフリーズする場合があります。間違ってクリックした

場合は、フリーズしたウィザードは無視してウィザードの下に表示されているメニュー画面に戻り、[コンピュー

タの修復] をクリックして作業を続けてください。 
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5. 以下の画面が表示されますので、[次へ] ボタンをクリックします。 

 

 

     

 

6. 以下の画面が表示された場合は、[OK] ボタンをクリックします。 
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7.  [リカバリポイントを表示] 項目のプルダウンメニューで [ファイル名] を選択し、[参照] ボタンをクリックします。 

 

 

 

8. [PC] をダブルクリックします。 
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9. 以下の画面で選択できるドライブにバックアップ・リストアの対象となる全てのローカルディスクや 

DVD、リムーバブルディスクが表示されていることを確認してください。 

 

 

※ ストレージデバイス（RAID ボードドライバ）の検証 

例えば、Boot(X:) のみが表示されている場合には、リカバリディスクにストレージデバイスのドライバが含ま

れておらず、このままでは修復を行うことができませんので、必ずカスタムリカバリディスクを作成してください。 

 

 

 

 

 

10. [キャンセル] ボタンをクリックして、項番 9.と項番 7.の画面を終了してください。リカバリポイントをローカルドライブに

保存する場合は、ここで確認終了となりますので項番 21.に進みます。項番 3.で「ネットワークアダプタを取得でき

ません」のメッセージが表示されている場合も、すでにネットワークデバイスのドライバがリカバリディスクに含まれていな

いことがわかっていますので確認は終了となります。項番 21.に進んでください。 

ネットワーク上の共有フォルダにリカバリポイントを保存する場合は、続けてネットワークドライバの確認を行います。 
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11. [ネットワーク] → [IPConfig ユーティリティを実行] をクリックします。 

 

 

 

 

12.  [IP Config ユーティリティ] 画面が表示されますので、ご使用中の IP の種類にチェックを入れ、[表示] ボタンを

クリックします。 
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13. 表示されたネットワークアダプタの状態を確認します。 

 

※ ネットワークアダプタの検証 

このとき、ネットワークアダプタの状態がすべて「メディアは接続されていません」と表示されている場合は、お客

様がケーブルを接続したネットワークアダプタは認識されていないことになりますので、ケーブルの接続を変更し

て認識されているネットワークアダプタをリストアに使用するか、認識されていないネットワークアダプタに対応し

たドライバを追加したカスタムリカバリディスクを作成してください。カスタムリカバリディスクを作成する場合、検

証は終了となりますので、項番 21.へ進みます。 

 

DHCP 環境でない場合はケーブルが接続されているネットワークアダプタの名前（説明）を控えます。この画面の

例では、ケーブルが接続されたネットワークアダプタの名前は「Microsoft Hyper-V Network Adapter」となりま

す。DHCP 環境の場合は、適切な IP アドレスが割り当てられている事を確認した後は、項番 16.へ進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

+++ 補足 +++ 

本画面での確認後は、何かのキーを押して画面を終了してください。その後、[IP Config 

ユーティリティ] 画面は [閉じる] ボタンをクリックして終了してください。 
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14. [ネットワーク] → [ネットワーク接続を設定] をクリックします。 

 

 

 

15. 項番 13.で控えたネットワークアダプタを選択し、[次の IP アドレスを使用する] のラジオボタンをチェック後、適切な

値を入力します。入力終了後は、[OK] ボタンをクリックします。 

 

 

 

+++ 注意 +++ 

「静的 IP」の設定を行う場合は、[IP アドレス]、[サブネットマスク]、[デフォルトゲートウェイ]はいずれも

空白にせず、適切なアドレスを設定してください。ゲートウェイを設けていない環境においては、[デフォル

トゲートウェイ]をネットワーク上に存在しない一意となるアドレスを設定してください。DNS サーバーを設

けていない環境においては、DNS サーバーの設定はデフォルトのままで構いません。 
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16. [ホーム] → [ネットワークドライブの割り当て] をクリックします。 

 

 

 

17. 以下の画面が表示されますので、使用するドライブ名を選択し、[フォルダ] のテキストボックスにリカバリポイントが

保存されているコンピュータ名および共有フォルダへのパスを入力します。入力後、[異なるユーザー名で接続しま

す] をクリックします。 
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18. 接続に必要なユーザー名とパスワードを入力し、[OK] ボタンをクリックします。 

 

 

 

19. 項番 17.の画面に戻りますので、[OK] ボタンをクリックします。 

 

20. 接続が終了し、「ネットワークドライブが正常に割り当てられました。」というメッセージが 

表示されることを確認してください。 

 

 

 

※ ネットワークアダプタの検証 

ここで、ネットワーク自体に障害がないにも関わらず「ネットワーク名が見つかりません。」などのメッセージが表

示され正常に終了しない場合は、最新のドライバを入手してカスタムリカバリディスクを作成してください。

[OK] ボタンをクリックしてください。 
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21. メニュー右下の [終了] をクリックします。 

 

 

 

22. 以下の画面が表示されますので、[はい] ボタンをクリックします。[はい] ボタンをクリック後は、リカバリディスクを取り

出してください。 
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5.3 より確実なリストアのために 

 

検証で問題がない場合でも、ドライバの不具合などにより実際にリストアを行うとエラーが発生する場合もございます

ので、リストアが完了するまでの確認を実施されることを推奨します。もし、リストア中にエラーが発生した場合は、デバイ

スドライバのベンダーよりご利用のリカバリディスク中に格納されたWindows PEと互換性のある最新ドライバを入手して

リカバリディスクをカスタマイズしたのち、改めてリストア確認を実施してください。なお、リカバリディスクのカスタマイズ方法に

つきましては、ユーザーズガイド 第 3 章 の「既存の Veritas System Recovery Disk のカスタマイズ」を参照してく

ださい。 

 

 

 

+++ 補足 +++ 

リカバリディスクからシステムを起動する場合、検証するコンピュータ上にインストール

された OS ではなく、リカバリディスク中に格納された Windows PE が起動します。

ベンダーより入手するドライバはこの Windows PE のベースとなる Windows OS

のバージョンと互換性のあるのものとなります。[標準]オプションでは、Windows PE

のバージョンは、リカバリディスクを作成したコンピュータの OS がベースとなります。 
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6 本書での取り扱い範囲 

 

本書では、以下の環境で Veritas System Recovery 21 によってバックアップ・リストアを行う手順を説明いたしま

す。 

本書に記載している以外の環境での設定方法、基本機能以外の動作につきましては、ユーザーズガイドをご確認く

ださい。ユーザーズガイドは、インストールファイルを展開すると作成されるフォルダ下の Docs フォルダに格納されています。

(ファイル名： USERGUIDE_JA.pdf) 

 

 

6.1 バックアップシナリオ 

 

本書で説明するバックアップシナリオは、以下の通りとなります。 

 

・ バックアップ対象はサーバーのシステムボリュームとデータボリュームとする。 

・ バックアップの単位はボリューム単位とする。 

・ 保存先はストレージサーバー上の共有フォルダとする。共有フォルダの配下に各コンピュータ名と同名のフォルダを作

成して、そこにリカバリポイントを作成することとする。 

・ 毎日深夜の 1 時からバックアップを行うこととする。毎週土曜日のバックアップはフルバックアップ、 

それ以外は増分バックアップを行う。バックアップデータは 3 世代保存とする。 

・ 結果の確認は各サーバーにて行うこととする。 

・ ファイルの復旧時には、GUI からのファイル単位・フォルダ単位のリストアにて行うこととする。 

・ システム全損時は、代替の空のディスクに対して、リカバリディスクよりシステムドライブをリストアすることとする 
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6.2 バックアップ環境 

 

本書で説明する環境は、以下の通りとなります。 

 

バックアップ対象のサーバー 

コンピュータ名：vsr-bios 

OS：Windows Server 2016 

 

リカバリポイント保存先のストレージサーバー 

共有フォルダへのパス：\\192.168.10.1\biosbackup 

接続に使用するユーザー名：administrator 
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7 バックアップ 

 

7.1 コンピュータのスケジュールバックアップ 

 

バックアップ定義ウィザードで、コンピュータのドライブ単位のバックアップをスケジューリングし、バックアップを自動実行す

ることができます。ドライブ単位のバックアップでは、ドライブ全体のバックアップを、リカバリポイントとして作成します。リカバ

リポイントには、ファイル、フォルダ、デスクトップ設定、プログラム、およびオペレーティングシステムなどのすべての情報が含

まれます。また、リストア時はコンピュータ全体だけでなく、ファイルやフォルダ単位でも復元することが可能です。 

 

ここでは、本書第 6.1 章「バックアップシナリオ」に沿ったバックアップ設定を行います。 

 

 

 バックアップのスケジュール設定方法 

 

1. [スタート] → [すべてのプログラム] → [Veritas System Recovery] → [Veritas System Recovery 

21] を起動し、[ホーム] ページの [バックアップの実行または管理] をクリックします。 
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2. 以下の画面にて [新しく定義] ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

3. [コンピュータのバックアップ] をチェックし、[次へ] ボタンをクリックします。 
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4. Sift キーを押しながらすべてのドライブを選択し、[次へ] ボタンをクリックします。 

 

 

 

+++ 注意 +++ 

ご利用の OS が、Windows 7/Windows Server 2008 R2 以降の場合、以下の画面が表示され

ますので、[関連するすべてのドライブを追加（推奨）] がチェックされていることを確認して、[次へ] ボ

タンをクリックします。 
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5. [リカバリポイントセット] を選択し、[次へ] ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

+++ プラスワン +++ 

それぞれのリカバリポイントの特徴は以下の通りとなります。 

リカバリポイントセット 

最初に完全リカバリポイントを作成した後、次回から増分リカバリポイントを作成します。 

増分リカバリポイントは変更点のみをバックアップするため、完全リカバリポイントの作成に比べて短時間

でバックアップが完了します。 

単体リカバリポイント 

毎回、選択したドライブの完全リカバリポイントを作成します。増分のスケジューリングは行うことができま

せん。 
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6. 作成するリカバリポイントの保存場所として「\\192.168.10.1\biosbackup」と入力して、[リカバリポイントファ

イル名をカスタマイズ] をクリックします。 

 

 

         

 

 

 

 

+++ プラスワン +++ 

必要に応じてリカバリポイントファイル名のカスタマイズ、オフサイトコピーの追加を行うことができます。

オフサイトコピーについての詳細は、ユーザーズガイド 第 6 章 の「オフサイトコピーの仕組み」を参照

してください。 
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7. [バックアップファイルを一意なサブフォルダに保存] にチェックをいれて、[OK] ボタンをクリックします。 

 

 

 

8. 項番 6.の画面に戻りますので、[次へ] ボタンをクリックします。 

 

9. 保存先への接続に必要なユーザー名として「administrator」とパスワードを入力します。入力終了後は、[OK] 

ボタンをクリックします。 
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10. [次へ] ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

+++ プラスワン +++ 

 名前のテキストボックスでバックアップ名を変更して分かりやすく管理することができます。また、その

ほかにもバックアップ作成のオプションを設定できます。オプションについての詳細は、ユーザーズガイ

ド 第6章「ドライブベースのバックアップの定義」の「リカバリポイントのオプション」と「ドライブベースの

バックアップの詳細オプション」を参照してください。 

 バックアップの前後に実行するコマンドファイルを設定して、サービスの開始や停止を連携する事が

できます。詳細は、ユーザーズガイド第 6 章「ドライブベースのバックアップの定義」の「バックアップ中

のコマンドファイルの実行」を参照してください。 
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11. 以下の画面が表示されます。本書では使用しないため、チェックを外します。 

 

 

 

12. チェックを外すと以下の画面が表示されるので「はい」をクリックします。項目 11.の画面に戻るので「次へ」をクリック

します。 

 

 

 

 

+++ プラスワン +++ 

リカバリポイントのパスワードを設定して、AES 暗号化を有効にすることが可能です。詳細は、ユーザ

ーズガイド 第 6 章「ドライブベースのバックアップの定義」の「リカバリポイントの暗号化」を参照してく

ださい。 

なお、設定されたパスワードはお客様にてご管理いただく必要がございます。万が一、パスワードを紛

失してしまった場合も、弊社ではわかりかねますので十分に注意してご管理ください。 
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13. [スケジュール] にチェックを入れ、スケジュールを設定します。日、月、火、水、木、金のチェックボックスにチェックを

入れ、[開始時刻] に「1：00」を入力します。[新しいリカバリポイントセット（ベース）の作成を開始するタイミン

グ] で「毎週」を選択し、[カスタム] ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

+++ プラスワン +++ 

バックアップ処理が重複することでバックアップに失敗する場合がございます。 

上の画面の設定のように、ベースを取得するタイミングでは、増分バックアップの 

スケジュールを設定しないことを推奨します。 

+++ プラスワン +++ 

スケジュールのすべての曜日をチェックして、[カスタム] の設定を行わない場合は、初回と日曜日にフルバックアップが

行われ、月曜日から土曜日の間は増分バックアップが行われる設定となります。 

イベントトリガの設定を行うと、ログオフなどのイベントを契機にバックアップを開始することができます。イベントトリガに

ついての詳細は、ユーザーズガイド 第 8 章 の「イベント起動バックアップの有効化」を参照してください。 



Veritas System Recovery 21 

BIOS 環境 クイックスタートガイド 

 

 

本ドキュメントは、動作手順について情報をまとめたものであり、本ドキュメントに関する内容について、 動作や処理性能を保証するものではありません。ハード

ウェア機器のスペック、各ソフトウェアのバージョンおよび環境等の違いにより動作しない、あるいは処理性能が発揮されない場合も想定されますので、導入の

際には事前に評価をされることを推奨いたします。記載された会社名および製品名などは該当する各社の商標または登録商標です。 

54 

14. 以下の画面が表示されますので、デフォルトでチェックされている日のチェックをはずし、土のチェックボックスにチェック

を入れ、[開始時刻] に「1：00」を入力します。設定終了後、[OK] ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

+++ プラスワン +++ 

カスタムの設定により、毎週土曜日にフルバックアップが行われることになりますが、初回バックアップ時

だけは曜日にかかわらずフルバックアップが実行されます。たとえばスケジュール設定を水曜日の昼に

行った場合、木曜の 1 時に開始されるバックアップは初回バックアップのためフルバックアップとなりま

す。続いて、金曜日のバックアップは増分バックアップ、土曜日のバックアップがフルバックアップとなり、

その後は設定どおり毎週土曜日にフルバックアップが行われます。 
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15. [次へ] ボタンをクリックします。 

 

 

 

16. 以下の画面が表示されますので、設定した内容を確認し [終了] ボタンをクリックします。 
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17. [ファイル] → [終了] をクリックして [バックアップの実行または管理] 画面を終了します。 

 

 

 

 

以上で、バックアップの設定は完了となります。 
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7.2 バックアップに関するアドバイス 

 

バックアップを実行する場合、次のアドバイスを参考にしてください。 

 

 コンピュータのハードディスクに問題が発生した場合でも、リカバリポイントを iStorage NS のようなストレージ

サーバーのネットワーク共有に保存しておくと、システムを復元することができます。 

 コンピュータで作業中にバックアップが開始された場合、コンピュータの処理速度が低下することがあります。

処理速度が低下した場合、バックアップの速度を落とすことでコンピュータのパフォーマンスを向上させることが

できます。詳細は、ユーザーズガイド 第 8 章 の「バックアップ速度の調整」を参照してください。 

 スケジュールされたバックアップを開始するためには、コンピュータの電源をオンにし、システムを起動しておく必

要があります。 

 定義したバックアップの設定情報は、後で編集することができます。詳細は、ユーザーズガイド 第8章 の「バ

ックアップ設定の編集」を参照してください。 

 バックアップ中は、ディスクのデフラグプログラムを実行しないでください。リカバリポイントの作成に要する時間が

大幅に増加し、システムリソースの問題が発生することがあります。 

 複数のファイルを同時に更新するアプリケーションをご利用の場合、ファイルに同期が必要となります。この場

合は、ファイルが含まれているすべてのドライブを同じバックアップジョブに含める必要があります。Veritas 

System Recovery では、複数のドライブをバックアップ定義ウィザードで選択して、同時にバックアップする

ことができます。 

 バックアップ中に、コンピュータの電源管理機能によって休止状態やシャットダウンが実行されると、バックアップ

に問題が発生する可能性がありますので、バックアップ中には、電源管理機能が動作しないようにしてくだ

い。 

 バックアップの動作予定時刻にコンピュータの電源が入っていなかった場合、次回ログオン時に未処理のバッ

クアップの実行を求めるメッセージが表示されます。すぐにバックアップを行っても問題ない場合は、[はい] をク

リックしてバックアップを実行します。なお、設定されている以降のスケジュールは予定通りに実行されます。 
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8 リストア 

 

ドライブ単位のバックアップを行っている場合は、リカバリポイントを使用して、システムおよびデータドライブ、 

またはファイル・フォルダ単位のリストアができます。 

ここでは、本書第 6.1 章「バックアップシナリオ」の通り、空のディスクに復元します。 

システム全体を一括でリストアする為の手順となるシステムインデックスファイル (.sv2i ファイル） 

を用いたリストア手順についてご案内致します。 

 

8.1 システム全損時のコンピュータの復元  

 

Veritas System Recovery によるリストアを行う前に、以下を準備してください。 

 

 検証済みリカバリディスク 

 

システムドライブを復元する場合は、リカバリディスクを利用します。OS 上で起動した Veritas System Recovery 

の画面上にも [コンピュータの復元] の項目がありますが、システムドライブの復元には使用しません。 

 

・ コンピュータの復元方法 

 

1. リカバリディスクを光ディスクドライブにセットし、DVD よりシステムを起動します。 

 

2. [エンドユーザー使用許諾契約] 画面が表示されますので、使用許諾契約の条項を一読し、同意する場合は 

[同意する] ボタンをクリックします。 

 

3. リカバリディスク作成時に、[ネットワークオプション] 画面の [ネットワークサービスを自動的に開始] にチェックを入

れて作成した場合は、ネットワークサービスが自動的に開始されます。DHCP 環境の場合は IP の設定は必要があ

りませんので、項番 9.に進みます。 

 

[ネットワークサービスを自動的に開始] にチェックを入れずに作成した場合は、項番 4.、項番 7.、項番 9.のいず

れかの操作の後に、ネットワークサービスの開始確認画面が表示されます。[はい]ボタンをクリックしてネットワークサ

ービスを開始してください。 
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4. [ネットワーク] → [IP Config ユーティリティを実行] をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

5.  [IP Config ユーティリティ] 画面が表示されますので、ご使用中の IP の種類にチェックを入れ、[表示] ボタンを

クリックします。 

 

 

+++ 補足 +++ 

ご利用の装置のポートがひとつしかない場合は設定を行うネットワークアダプタを確認する必要はないので、項番 7.

に進みます。 
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6. ケーブルが接続されているネットワークアダプタの名前（説明）を確認します。この画面の例では、ケーブルが接続

されたポートの名前は「Microsoft Hyper-V Network Adapter」となります。 

 

 

 

 

 

 

+++ 補足 +++ 

本画面での確認後は、何かのキーを押して画面を終了してください。その後、[IP Config ユーティリティ] 

画面は [閉じる] ボタンをクリックして終了してください。 
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7. [ネットワーク] → [ネットワーク接続を設定] をクリックします。 

 

 

 

8. 項番 6.で確認したネットワークアダプタを選択し、[次の IP アドレスを使用する] のラジオボタンをチェックし、適切な

値を入力します。入力終了後は、[OK] ボタンをクリックします。 

 

 

+++ 注意 +++ 

「静的 IP」の設定を行う場合は、 [IP アドレス]、[サブネットマスク]、[デフォルトゲートウェイ]はいずれも空白に

せず、適切なアドレスを設定してください。ゲートウェイを設けていない環境においては、[デフォルトゲートウェイ]

をネットワーク上に存在しない一意となるアドレスを設定してください。DNS サーバーを設けていない環境におい

ては、DNS サーバーの設定はデフォルトのままで構いません。 
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9. [ホーム] → [ネットワーク ドライブの割り当て] をクリックします。 

 

 

 

10. 以下の画面が表示されますので、使用するドライブ名を選択し、[フォルダ] のテキストボックスにリカバリポイントが

保存されている共有フォルダへのパスとして「\\vsr-vm02\backup」と入力します。入力終了後、[異なるユー

ザー名で接続します] をクリックします。 
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11. 接続に必要なユーザー名として「administrator」とパスワードを入力し、[OK] ボタンをクリックします。 

 

 

 

12. 項番 10.の画面に戻りますので、[OK] ボタンをクリックします。 

 

13. 接続が終了すると、以下の画面が表示されますので、[OK] ボタンをクリックします。 

 

14. リストア先ディスクは空であることを想定しております。 

「分析」→「コマンドシェルウィンドウのオープン」をクリックします。 
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15. 「diskpart」コマンド入力後、「list disk」と入力することでディスクを確認できます。 

 

 

 

16. 「select disk」コマンドでリストア先ディスクを選択後、「clean」コマンドを入力することでリストア先ディスクを初期

化することができます。 
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17. 修復ウィザードを起動させるために、[ホーム] → [コンピュータを修復] をクリックします。 

 

 

 

18. 以下の画面が表示されますので、[次へ] ボタンをクリックします。 
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19. 以下の画面が表示された場合は、[OK] ボタンをクリックします。 

 

 

 

20.  [リカバリポイントを表示] 項目のプルダウンメニューで [システム] を選択します。[参照] ボタンをクリックし、先ほ

ど作成したネットワークドライブに進みます。 

 

 

       ※もし、ドライブ単位でのリストアする場合は[リカバリポイントを表示]項目のプルダウンメニュー 

         [ファイル名]を選択後、[参照]ボタンをクリックし、v2i ファイルを選択してください。 
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21. システムインデックスファイルである sv2i ファイルを指定してリストアを行います。 

 

 

 

※項番 20.で「システム」ではなく「ファイル名」を選択した場合は各リカバリポイント(.v2i)が表示されます。 
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+++ .sv2i リストア時の注意事項 +++ 

・Sv2i ファイルによりシステム全体のリストアを行う場合、 

リストア先の論理ディスク数に制限があります。 

 

・bios 環境では最大 23 ドライブまでとなっております。 

(※本手順の 8~12 によりネットワークドライブにドライブ文字を 

割り当てた場合は 22 ドライブまでとなります 

※[Legacy Diskette A:] を有効にされている環境では 

上記からさらに-1 された数となります。) 

+++ 各ドライブのリカバリポイント(.v2i ファイル)ごとにリストアする場合 +++ 

 Windows 7/Windows Server 2008 R2 以降のシステムをリストアする場合は、ま

ず、最初に[システムで予約済み]のみリストアを行います。リストア終了後、再起動を行

わずに続けてシステムドライブおよびデータドライブのリストアを実行してください。 

 上記以前の OS のシステムをリストアする場合は、まず、最初にシステムドライブ（C ドラ

イブ）のみリストアを行います。リストア終了後、再起動を行わずに続けてデータドライブ

のリストアを実行してください。 

 リカバリポイントを分割している場合、vsr-bios_C_Drive001_s01.v2i のようなファイ

ル名のファイルが複数作成されますが、リストア時には vsr-bios_C_Drive001.v2i の

名前のファイルを指定してください。 
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22. リカバリポイントを指定した後、内容を確認して [次へ] ボタンをクリックします。 

 

 

 

23. パーティション構造が初期化されていないディスクが検出された場合、以下の画面が表示されます。リストア先のディ

スクは初期化されている必要があります。リストア先のディスクにチェックを入れ、[OK] ボタンをクリックします。 
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24. 以下の画面が表示されますので、[はい]ボタンをクリックします。 

 

 

 

25. 修復するドライブの情報が表示されます。[編集] ボタンをクリックします。 
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+++ 注意 +++ 

「修復前にリカバリポイントを検証」の項目に「復元中のリカバリポイント破損の無視(データ

損失の可能性あり)」という項目があり、デフォルトでこちらが選択されています。このオプションを

使用した場合、リストア後に問題が生じる可能性がございますので、こちらは使用しないでくだ

さい。 

 

+++ プラスワン +++ 

必要に応じて「修復前にリカバリポイントを検証」、「Restore Anyware を使用して別のハ

ードウェアに修復」の設定を行うことができます。Restore Anyware の詳細は、ユーザーズ

ガイド 第 17 章 の「異なるハードウェアを搭載するコンピュータの修復」を参照してください。 

 

項番 22.により複数のデータドライブを復元する場合は、この画面からリストアを行うドライブ

を追加することができます。詳細は、ユーザーズガイド 第 17 章の「コンピュータのリカバリ」を

参照してください。 
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26. リストアするドライブのオプション設定を行います。 

 

 

         ※以下は編集時のオプションです。sv2i ファイル選択時でも v2i ファイル選択時でも同様です。 

 

・ システムドライブ (一般に C ドライブ) が存在するディスクの先頭パーティションのみ、下記のオプションにチェックを

入れます。 ※ 他のドライブでチェックを入れると正常にリストアできません。 

 

・ [ドライブをアクティブ（OS ブート用）に設定] 

・ [マスターブートレコードの復元] 

 

 一般的なシステムにてシステムドライブが存在するディスクの先頭パーティション 

・ Windows 7/Windows Server 2008 R2 以降の OS の場合 : [システムで予約済み] 

・ 上記以前の OS の場合 : [システムドライブ] 

 

・ リストアするディスク毎にシステムドライブ、またはデータドライブで以下にチェックを入れてください。 

・ [元のディスク署名を復元] 

 

・   「修復後のファイルシステムのエラーを確認」オプションは設定してもしなくても構いません。 
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27. 項番 25.の画面に戻りますので、[次へ] ボタンをクリックします。 

 

+++ 注意 +++ 

[元のディスク署名を復元]のオプションは、ディスク署名が元のディスク構成と同一になるようにチェ

ックを入れます。このオプションはディスク毎に 1 度使用すれば反映されます。 

 

バックアップ時と同様の構成でリストアする場合は、ディスク毎にシステムドライブ(C ドライブ)あるい

は、データドライブでチェックを入れてください。 

バックアップ時とはディスク構成を変更し、同じディスク上に配置されていたドライブを別々のディスク

にリストアする場合は、複数ディスクでの署名の重複を回避するため、[元のディスク署名を復元]

のオプションは 1 つのドライブ(ディスク)のみに使用してください。 

 

加えて、ディスク構成を変更した場合は、本書第11章「トラブルシューティング」をご確認ください。

また、本オプションを適切に設定できたか不明である場合もトラブルシューティングをご確認くださ

い。 

+++ プラスワン +++ 

既定以外のリストア処理については、オプションを設定する事で実現できます。 

詳細は、ユーザーズガイドの第 17 章の「コンピュータのリカバリ」を参照してください。 

・ターゲットドライブの選択 

・未割り当て領域の編集 

・パーティションの種類の選択 

・修復後のファイルシステムのエラーを確認 

・ドライブをアクティブ(ブート OS 用)に設定 

・元のディスク署名を復元 

・マスターブートレコードの復元 
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28. 以下の画面が表示されますので内容を確認し、[終了] ボタンをクリックします。 

 

 

 

29. 以下の警告画面が表示されますので [はい] ボタンをクリックします。これにより、復元が開始されます。 

 

 

 



Veritas System Recovery 21 

BIOS 環境 クイックスタートガイド 

 

 

本ドキュメントは、動作手順について情報をまとめたものであり、本ドキュメントに関する内容について、 動作や処理性能を保証するものではありません。ハード

ウェア機器のスペック、各ソフトウェアのバージョンおよび環境等の違いにより動作しない、あるいは処理性能が発揮されない場合も想定されますので、導入の

際には事前に評価をされることを推奨いたします。記載された会社名および製品名などは該当する各社の商標または登録商標です。 

75 

 

 

30. 復元が完了した後は、[閉じる] ボタンをクリックします。 

 

 

31. リストアするドライブが複数ある場合は、項番 20 に戻り、全てのドライブをリストアします。 

 

32. メニュー画面にて、[終了] をクリックします。 

 

+++ 補足 +++ 

リストア先パーティションに既存のデータが存在する場合、以下のような警告が表示されることがありま

す。上書きしても問題ない場合は [はい] をクリックして、リストアしてください。 
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33. 以下の画面が表示されますので、[はい] ボタンをクリックしシステムを再起動します。[はい] ボタンのクリック後は、

DVD を取り出します。 

 

 

 

 

 

以上で、復元は完了となります。 

+++ 注意 +++ 

項番 33 で OS を再起動した後、Veritas System Recovery 21 GUI の[詳細]ペ

ージの[ドライブ]タブにドライブが重複して表示され、そのドライブの[状態]が ”利用不

能” と表示されるようになった場合は、本書第 11 章「トラブルシューティング」をご確認く

ださい。 
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8.2 ファイルの復旧 

 

Veritas System Recovery では、ドライブすべてを復元するだけでなく、指定したファイルやフォルダのみを復元す

ることもできます。 

 

ここでは、本書第 6.1 章「バックアップシナリオ」に沿ったリストアを行います。 

復元の手段として、Veritas System Recovery の GUI からの方法と、リカバリポイントブラウザを利用した方法を

紹介します。エクスプローラのように、ツリービューでファイルを選択して復元する場合は、リカバリポイントブラウザの項を参

照してください。 

 

・ ファイルの復旧方法（GUI） 

 

1. [スタート] → [すべてのプログラム] → [Veritas System Recovery] → [Veritas System Recovery 

21] を起動し、[ホーム] ページの [ファイルを修復] をクリックします 
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2. 左ペインの [リカバリポイント] をクリックすると、右ペインの [リカバリポイント] に最新のリカバリポイントが表示され

ますので、データドライブのリカバリポイントからリストアを行うために、[変更] ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

+++ 補足 +++ 

ローカルドライブ等にリカバリポイントが存在しない場合は、下記画面が表示されます。[OK] ボタンをクリックし、[変

更] ボタンからリカバリポイントを選択してください。 
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3. 以下の画面が表示されますので、[表示] 項目のプルダウンメニューで [ファイル名] を選択します。 [参照] ボタ

ンをクリックして、「\\192.168.10.1\biosbackup\vsr-bios」に保存されているデータドライブのリカバリポイン

ト （ vsr-bios_E_Drive001.v2i ） を 指 定 、 リ カ バ リ ポ イン ト 保 存 先 へ の接 続 に 必 要 な ユ ー ザー名

「administrator」とパスワードを入力し、[OK] ボタンをクリックします。 

 

 

 

4. 右ペインの [リカバリポイント] にデータドライブのリカバリポイントの情報が表示されますので、修復したいファイル名

を [修復するファイルを検索] に入力して、[検索] ボタンをクリックします。 
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5. 復元したいファイル、またはフォルダを選択し、[ファイルの修復] をクリックします。 

 

 

 

6. 復元先を選択し、[修復] ボタンをクリックします。 

  

 

 

7. 完了後、以下の画面が表示されますので、[OK] ボタンをクリックします。 
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8. [ファイル] → [終了] をクリックし、[ファイルを修復] 画面を終了します。 

 

 

 

9. Veritas System Recovery 21 の起動画面の [ファイル] → [終了] をクリックし、画面を終了する時に以下

のメッセージが表示された場合は、[はい] ボタンをクリックします。 
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10. 終了後に、ドライブを右クリックし「リカバリポイントをマウント解除」が表示されているドライブがありましたら、 

すべてマウントを解除します。 

 

 

 

 

以上で、復元は完了となります。 

 



Veritas System Recovery 21 

BIOS 環境 クイックスタートガイド 

 

 

本ドキュメントは、動作手順について情報をまとめたものであり、本ドキュメントに関する内容について、 動作や処理性能を保証するものではありません。ハード

ウェア機器のスペック、各ソフトウェアのバージョンおよび環境等の違いにより動作しない、あるいは処理性能が発揮されない場合も想定されますので、導入の

際には事前に評価をされることを推奨いたします。記載された会社名および製品名などは該当する各社の商標または登録商標です。 

84 

・ ファイルの復旧方法（リカバリポイントブラウザ） 

 

1. [スタート] → [すべてのプログラム] → [Veritas System Recovery] → [Recovery Point Browser] を

起動します。 

 

 

 

2.  [リカバリポイントを選択] 画面が表示されますので、[リカバリポイントを表示] 項目のプルダウンメニューで [ファイル

名] を選択します。[参照] ボタンをクリックして、「\\192.168.10.1\biosbackup\vsr-bios」に保存されて

いるデータドライブのリカバリポイント（vsr-bios_E_Drive001.v2i）を指定し、[OK] ボタンをクリックします。 

 

 

+++ 補足 +++ 

以下のメッセージが表示された場合は、[OK] ボタンをクリックして、項番 2.へ進みます。 
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3. 左ペインにツリー構造でシステムドライブのファイルが表示されますので、リストア対象のファイル 

が格納されたフォルダに移動します。 

 

 

 

4. リストア対象のファイルを選択し、[ファイルを修復] ボタンをクリックします。 
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5. 修復するファイルの格納場所を選択し、[修復] ボタンをクリックします。 

 

 

 

6. 以下の画面が表示された場合は、[はい] ボタンをクリックします。 

 

 

 

7. [OK]ボタンをクリックします。 

 

 

 

以上でリカバリポイントブラウザからの復元は完了となります。 
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9 注意制限事項 

 

 4K ネイティブ HDD 環境では、ドライブ単位で取得したバックアップデータ(リカバリポイント)からのファイル単

位でのリストアは、現状 NEC での受け入れ評価で動作確認が取れておらずご利用になれません。 

 コールドバックアップを行う場合にも、検証済みのリカバリディスクを使用してください。 

 Windows Server 2008 R2 もしくは Windows Server 2008 環境において、複数のメディアに分割

作成したリカバリポイントからのリストアが正しく実行できないことがあります。この場合は、メディア内のリカバリ

ポイントをいずれかのハードディスク上にすべてコピーし、コピーした先頭のリカバリポイントを指定してリストアを

行ってください。 

 USB ドライブにリカバリディスクを作成する場合は NTFS ファイルシステムと FAT32 ファイルシステムがサポ

ートされます。しかし、BIOS コンピュータと UEFI（ファームウェア）コンピュータの両方でのブートを必要とす

る リカバリディスクを作成する必要がある場合は、FAT32 でフォーマットした USB ドライブ上にリカバリディス

クを作成する必要があります。 
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10 FAQ 

 

 増分バックアップが実行中に中断された場合、どのようになるのですか？ 

リカバリポイントが正常に作成されず、エラーファイルとなる場合があります。エラーファイルは、統合されず不

正ファイルとして残りますが、次のスケジュール時には適切な完全リカバリポイント、あるいは増分リカバリポイ

ントが作成されます。 

 

 複数の世代のバックアップを取る場合、バックアップ中に保存先のハードディスクの空き容量

が足りなくなった場合、どう処理されますか？ 

指定したリカバリポイントセット数に達する前にハードディスクの空き容量が不足すると、定期的リカバリポイン

ト処理が正常に実行できなくなり、現在のリカバリポイントが作成されません。バックアップ開始前に、ハードデ

ィスクの空き容量を確認しておく必要があります。 

 

 複数の世代のバックアップを取る場合、指定した世代数に達した後のバックアップはどのよう

に行われますか？ 

指定した世代数に達した場合は、その次のバックアップではまず最新のリカバリポイントが作成されて保存さ

れた後に、以前に作成した最も古いリカバリポイントもしくはリカバリポイントセットが削除されます。 

指定した数よりも 1 つ多いリカバリポイントを保存できるだけのハードディスクの空き容量が必要です。 
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11 トラブルシューティング 

 

本章は BIOS 環境で発生する問題のトラブルシューティングとなります。 

下記の問題が発生した場合は、本章の対処を行ってください。 

 

・ リストア後、GUI 上のドライブ表示が重複し、”利用不能”な状態のドライブが表示される 

 

本トラブルシューティングを実施しても問題が改善されなかったり、不明な点がある場合は、本書第 12 章「障害時の問い

合わせ方法」をご確認の上、PP・サポートサービスへお問い合わせください。 
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 リストア後、GUI 上のドライブ表示が重複し、”利用不能”な状態のドライブが表示される 

 

Veritas System Recovery では、ディスク署名によってディスクやドライブの識別し、管理情報を作成します。 

そのため、リストアによってバックアップ時とリストア後でディスク署名が変更された、または、ディスク署名が重複してしまった場

合、OS 起動後に Veritas System Recovery が管理するドライブの情報が重複し、GUI 上の一覧にもドライブの情報

が重複して表示されます。このとき、不要なドライブ情報は “利用不能” の状態で表示されます。 

 

この問題が発生した場合の影響としては、Veritas System Recovery の GUI の起動が遅くなることや、バックアップに失

敗することがあります。 

 

この問題の発生原因としては、次のようなことが考えられます。 

 

・ リストア時にディスクを初期化すると、ディスク署名が新たに書き込まれます。この後、どのドライブにもリストアオプション

の「元のディスク署名を復元」を設定せずにリストアした。（ディスク署名の変更） 

 

・ 同じディスク上に存在していたドライブのリカバリポイントを別々のディスクにリストアし、かつ、リストアオプションの「元のデ

ィスク署名を復元」をそれぞれのドライブのバックアップデータに設定した。（ディスク署名の重複） 

 

 

この問題が発生した場合は、以下の手順でドライブの管理情報を再作成(初期化)してください。 

 

1. Veritas System Recovery のサービスを停止します。 

次のサービスを上から順番に停止してください。 

 

GenericMount Helper Service 

Veritas System Recovery 

SymTrackService 

 



Veritas System Recovery 21 

BIOS 環境 クイックスタートガイド 

 

 

本ドキュメントは、動作手順について情報をまとめたものであり、本ドキュメントに関する内容について、 動作や処理性能を保証するものではありません。ハード

ウェア機器のスペック、各ソフトウェアのバージョンおよび環境等の違いにより動作しない、あるいは処理性能が発揮されない場合も想定されますので、導入の

際には事前に評価をされることを推奨いたします。記載された会社名および製品名などは該当する各社の商標または登録商標です。 

91 

2. 以下のディレクトリより History のフォルダを別の場所へ移動させるか、削除してください。 

 

C:\ProgramData\Veritas\Veritas System Recovery 

 

 

 

3. Veritas System Recovery のサービスを開始します。 

以下サービスのみ開始してください。その他のサービスは必要に応じて自動的に開始します。 

 

Veritas System Recovery 

 

 

本対処は以上となります。 

 

+++ 注意 +++ 

History フォルダを再作成すると、全てのドライブの既存のバックアップ履歴がクリアされ使用できな

くなります。そのため、既存のすべてのリカバリポイントは、Veritas System Recovery の GUI

上から管理することができなくなります。また、世代管理の対象からも外れ、自動削除が行われなく

なります。既存のリカバリポイントが必要なくなった場合は、エクスプローラ等から手動で削除してくだ

さい。なお、既存のリカバリポイントは削除されませんので、リストアを行うことは可能です。 
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12 障害時の問い合わせ方法 

 

障害についてお問い合わせ頂く際は、障害の内容に関係なく、以下の情報を添えて、PP・サポートサービスへ問い合

わせてください。 

 

・ 障害の発生日/時刻 

・ 障害の内容 

・ 障害による影響度 

障害の発生により、どのような影響が発生しているかをご連絡ください。（システムの運用に支障があるかなど） 

・ 障害が発生したきっかけ 

パッチの適用やシステムの設定変更など、障害の発生前に実施した何らかの操作があればご連絡ください。 

・ 障害が発生した際の手順/操作 

詳しい手順をお知らせください。また、障害発生の時間帯に動作していた他の処理があった場合はその処理に

ついてもご連絡ください。 

・ 再現性/発生頻度  

今回の障害が一度だけ発生したものか、何度か再現しているものかをご連絡ください。 

・ 環境 

障害が発生した環境は、テスト環境なのかすでに運用中の環境かをご連絡ください。 

・ 製品のバージョン 

Veritas System Recovery の GUI を起動し、[ヘルプ] - [バージョン情報] をクリックして確認してください。 

・ 他にインストールされているソフトウェア 

該当マシン上で他にソフトウェアを導入している場合は、ご連絡ください。 

・ HW 情報 

バックアップを行っている該当マシン 

バックアップデータを保存しているサーバー（ネットワーク上の共有フォルダにバックアップを行っている場合） 

について、機種名/OS（適用 SP）をご連絡ください。 

・ 周辺機器情報 

周辺機器を接続している場合は、ご連絡ください。 

・ その他（特殊事情） 

上記以外に、気になる事がございましたらご連絡ください。 

・ SeaST ログ
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OS 上の Veritas System Recovery で発生した障害の場合は、本書第 12.1 章「SeaST ログ採取方法」の手順

に従って SeaST ログを採取してください。リカバリディスクにより起動した環境で発生した障害の場合は、本書第 12.2

章「リカバリディスク起動時の SeaST ログ採取方法」の手順に従って SeaST ログを採取してください。 

なお、SeaST ログはシステム内に存在する現時点までのログを収集しますので、収集にあたって事前の準備は不要

です。 

 

※リストア時の問題については、「リカバリ手順・環境ヒアリングシート」を PP サポートのコンテンツから 

入手していただくようお願いします。 
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12.1 SeaSTログ採取方法 

 

障害が発生したコンピュータにて、以下の手順で SeaST ログを採取してください。 

 

・ SeaST ログの採取方法 

 

※本ログの採取では、システムの再起動は発生いたしません。 

 

1. エクスプローラを起動します。 

 

2. メニューバーの [ツール] → [フォルダオプション] をクリックし、[表示] タブの [すべてのファイルとフォルダを表示す

る] がチェックされていなければチェックして [OK] ボタンをクリックします。 

 

※OS によってはフォルダオプションの変更の方法が異なる場合もございます。この場合は、ご利用の OS にあった方

法で変更してください。 

 

3. 以下のフォルダを開きます。なお、手順内のフォルダのパスは、Veritas System Recovery をデフォルトでインス

トールした場合のものとなります。インストールフォルダを変更されている場合は、その配下をご確認下さい。 

C:\Program Files\Veritas\Veritas System Recovery 

 

4. フォルダ内に「\Support」フォルダが存在していた場合は「\Support」フォルダを削除します。 

 

5. 「\Utility」フォルダを開きます。 

 

6. フォルダ内の「SeaST.exe」をダブルクリックで実行します。 
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7. [サポートツール] 画面が表示されますので、[テクニカルサポート情報の収集] をクリックします。 

 

 

 

8. [Veritas Gather Utility] 画面が起動しますので、[Data to gather] の [Server/Engine Logs] と 

[OSLogs] のチェックボックスには、デフォルトで斜線(サブ項目の一部だけチェックされている意味)が入っていること

を確認し、[Install Logs] と [Client Logs] のチェックボックスにチェックを追加して、[Output root 

directory] にログの出力先となるパスを、[Case number] に ”000-000-000” を入力し、[Gather] ボタ

ンをクリックします。 
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9. 以下の画面が表示された場合は、[Yes] ボタンをクリックします。 

 

 

 

10. 情報収集が完了するまで数分間待ちます。 

 

11. 以下のような画面が表示された場合は、[No] ボタンをクリックします。 

 

 

 

12. 完了のメッセージが表示されますので、[Close] ボタンをクリックします。 
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13. 項番 8.で指定した場所に「\000-000-000_<コンピュータ名>」フォルダが作成されますので、そのフォルダ配下

の「\VSRDiagnostics」フォルダに格納されている「system.nfo」ファイルのサイズを確認します。このファイルのサ

イ ズ が 0 バ イト の場 合 は そ のま ま しば ら く 待 ちま す 。 サイズが 0 バ イト でな く な った 事を 確 認 し、

「\000-000-000_<コンピュータ名>」フォルダごとログを採取します。 

 

14. [Veritas Gather Utility] 画面の [Exit] ボタンをクリックして終了します。 

 

15. [サポートツール] 画面の右上の×をクリックして終了します。 

 

以上で、SeaST ログの採取は終了となります。 
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12.2 リカバリディスク起動時のSeaSTログ採取方法 

 

リカバリディスクにより起動した環境で障害が発生した場合は、以下の手順で SeaST ログを採取してください。 

障害発生後にシステムの再起動を行うと、ログが消去されてしまいますので SeaST ログの採取は必ず再起動の前に

行ってください。 

 

   リカバリディスク上の SeaST ログには、2 回までのリストア処理しか記録されません。2 つのドライブ（パーティション）

ののリカバリを実施するごとに採取を行ってください。 

 

・ リカバリディスク起動時の SeaST ログの採取方法 

 

1. [Veritas System Recovery Disk] 画面にて、[ユーティリティ] → [サポートツールの実行] を選択します。 
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2. [サポートツール] 画面にて、[テクニカルサポート情報の収集] をクリックします。 

 

 

 

3. [ケース番号] に "000000000" を、[出力ルートディレクトリ] にログの出力先となるパスを入力し、[OK] ボタ

ンをクリックします。 

 

 

 

 

+++ 補足 +++ 

デフォルトではログの保存先に X ドライブが表示されていますが、X ドライブのデータは再起動

により消えてしまいますので、保存先に他のドライブを選択するか、もしくは採取したデータを

再起動前にネットワーク共有フォルダなどに移動させてください。 
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4. 情報収集が完了すると、項番 3.で指定した場所に「\000000000_<ランダム文字列>」フォルダが作成されま

すので、このフォルダごと採取します。 

 

5. [サポートツール] 画面の右上の×をクリックして終了します。 

 

以上で、SeaST ログの採取は終了となります。 
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